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環境とエネルギー問題の解決が最重要課題の一つとなっている21世紀にあって,原子力発電は

有力なソリューションである｡これに対し,日立グループは,社会の借掛ここたえられる発電システム

の捷供に合わせ,発電にかかわるメンテナンス手法をはじめ,燃料の再処理,放射性廃棄物処分

まで,広範な分野で寄与していく｡

書中部電力株武舎社納め
浜岡原子力発電所第5号機1,380MW発電設備が営業運転開始

中部電力株式会社浜岡原子力発電所第5号機〔ABWR

(改良型沸騰水型原子炉),電気出力:1,380MW〕が2005年

1月に営業運転を開始する｡

この5号機は1999年3月に着工し,以来順調に建設を進め,

2004年2月から原子炉を実際に動かして試験運転を実施して

きた｡このほど,試験運転による確認が完了し,営業運転を迎

える｡

この5号機は最新の技術を駆使した原子力発電設備であ

り,電気出力はわが国最大となる｡日立製作所は,タービンと

発電機設備一式を担当した｡

〔採用した主な高効率化技術〕

(1)タービン翼の改良

タービンを駆動する蒸気の乱れを低減し,蒸気がさらにスムー

ズに流れるように形状を改良した高効率タービン翼を採用した｡
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営業運転を迎える浜岡原子力発電所第5号機発電設備
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(2)大容量タービンの採用

ABWRの主蒸気流量に見合った大型の52インチ(132cm)

長翼タービンを採用した｡

(3)高圧ヒータドレンポンプアップシステムの採用

給水を加熱したタービン抽気蒸気の高温ドレンを直接復水

配管に回収することで,タービン抽気の蒸気量を低減させ,そ

の分タービンを駆動する蒸気量を増やすシステムを採用した｡

(4)湿分分離加熱器の採用

高圧タービンから出た蒸気の湿分を除去し,主蒸気と高圧

タービン抽気で再加熱することで低圧タービン人口の蒸気条件

を改善する機器を採用した｡

これらの高効率化技術と国内最大容量の発電機(定格出

力1,570MVA)を組み合わせ,わが国最大の電気出力を作り

出す｡
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北陸電力株式会社志賀原子力発電所2号機

t

北陸電力株式会社納めの志賀原子力発電所2号機

〔ABWR(改良型沸騰水型原子炉),電気出力:1,358MW〕

の建設は,現在最終の仕上げ段階を迎えている｡

日立製作所は原子炉関連とタービン関連設備を一括受注

し,建設工事では世界最大級のクローラクレーンを活用した大

ブロックモジュール工法により,工事信頼性の向上と現地工事

量の削減を因ってきた｡また,工場と現地および電力会社との

CCP(CreatingCleanPlant)活動の強力展開により,製品の

徹底した異物管理や,クリーンで安全な現地工事が推進でき,

系統試験でその成果が出つつある｡

2004年7月にタービン設備の使用前検査,2004年11月に

原子炉圧力容器と付属配管耐圧漏えい検査を完了した｡

2005年4月の燃料装荷後,約1年間の起動試験を経て,

2006年3月に営業運転を開始する予定である｡

ぶ絹飯場済幣√せ

i

建設中の志賀原子力発電所2号樵の原子炉建屋とタービン建屋(上),原子炉建屋運転

床(左下),タービン建屋運転床(右下)(いずれも2004年9月撮影)

自然循環方式による革新的小型炉の開発
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(その他)

(熱交換器･循環水ポンプ廷屋)

(タービン廷崖)

(制御室建屋)

(原子炉建屋)
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先行ABWR DMS-400

注2:咤語説明 DMS【DoubleMS(ModularSimplifiedandMed山mSma11Reactor)〕

DMS-400のコンパクトな原子炉建屋(上)とABWRとの廷屋容積比較(下)

口本原子力発電株式会社の委託により,電力自由化による

設備投資の抑制や電力需要の伸びの鈍化などに対応するた

めの,中小規模出力で,優れた経済牲を備えた革新的小型

炉DMS-400(電気出力:約400MW)を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)H然循環炉心採用による設備の簡素化

(2)静的安全系の導入と動的安全系の簡素化による安全系

の合理化

(3)原子炉格納容器の小型化による建設物景の低減

DMS-400は,AI∋WR(電気出力:1,350MW級)やABWR-

600(電気出力:600MW),ABWR-900(電気出力:約

960MW)とともに原子力発電の一端を担い,電力会社の多

様なニーズにこたえるものとして期待される｡



題改良型高周波加熱応力緩和法

近年,原子力発電所ステンレス製配管の接合溶接部近傍

で発見されている応力腐食割れの予防保全に対応するため,

改良型IHSI(InductionHeatingStressImprovement:

高周波加熱応力緩和)法を開発した｡これは,配

管内面を冷却しながら外面側を所定の温度まで

高周波加熱し,板厚内に温度差を付けた後,冷

却することによって配管内面倒に溶接接合で生じ

ている引張残留応力を媛和する方法である｡

過去に日立製作所が開発したこの技術につい

て,今回さらに応力壌和効果を大きくするために,

最適施工条件や装置を開発し,第三者機関から

施工効果と健全性についての認証を取得した｡

今後,実機プラントに適用していく｡

(実機適用予定時期:2005年)

高周波発振機
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加熱コイル

改良型高周波加熱装置の概略構成

瞥炉心シュラウド点検･補修装置の実機適用
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容器と炉 内構造物

超音波探傷検査装置

炉心シュラウド点模･補修装置の概要

941

炉心シュラウド

/

甫修装置

装着が可能な点格･補修装置

(1)点検用装置

･超音波探傷検査装置
･渦電流探傷検査装置

tレプリカ採取装置
･エッチンク装置

･ポートサンプリング装置
(2)補修用装置

･研磨装置

･研削装置

･放電加工装置

･ウオータジェットピーニンク装置

わが国の沸騰水型原子力発電プラントの,低炭素ステンレ

ス鋼を採用した炉心シュラウドで,応力腐食剤れによるき裂が

発見されている｡このき裂の点検(超音波探傷検査など),

原因調査(放電加工によるサンプル採取など),補修(研削･放

電加工),および予防保全(ウオータジェットピーニング)を実施

するための装置を開発し,実機に適用した｡

これらの装置は,オペレーションフロアから炉内に設置され,

約20m卜での遠隔作業が可能なことと,小型･薄型化を図っ

たことを特徴としている｡現地工事実施にあたっては,実機

環境を模擬した試験設備を用いたモックアップ試験(工法の

検証)とトレーニング(作業習熟)を事前に実施したうえで,現地

工事を完遂した｡

今後も,炉内構造物に対する点検･補修･保全技術開発や

装置開発を進め,原子力発電プラントの信頼性向上に寄与

していく｡

(工事完了時期:2004年10月)
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使用済燃料の中間貯蔵施設用の金属キャスク搬送設備に

閲し,大井クレーンの採用に比べて施設建屋の大幅なコンパ

列､化と多様な建屋レイアウトを可能とするキーテクノロジーと

して,エアバッグをキャスク架台下に挿入して揚重する搬送

システムを束電設計株式会社の委託によって開発中である｡

エアバッグを利用した搬送設備は,国内外の大型機械製造

工場や建設現場で使用実範がある｡

これまでに,エアバッグ方式のキャスク搬送システムの÷ス

ケールモデル試験体を設計,製作し,試験の結果,原子力設

備としての適用性の見通しを得た｡さらに,施設運用とキャス

ク搬送システムの運転操作性に関する検証のほか,設備を最

適化するために,実規模人キャスク搬送システムを設計,製作

し,現在試験中である｡

エア台車の主な仕様

･定格場重力:140t

･最大速度:10m/min

･エアバッグ基数:6枚

エアバックの浮上状態

荷重

エアフイルム形成により,床面

との摩擦力を約†志に低減
(-一一:空気の流れ)

｢山■旧+

キャスク/

エア台車

エアバッグ

駆動装置

使用済燃料中間貯蔵施設のイメージ(上)とキャスク搬送台車の概要(下)

光によるケーブル劣化診断手法の開発

哉

t

受発光装置
‾γ′声
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ケーブル光診断装置

＼▲､.印材一一丁

原子力発電所向けに,非破壊でケーブルの劣化診断が

吋能な,近赤外光を用いた光によるケーブル劣化診断手法を

開発した｡これにより,従来のサンプリングによる劣化診断より

も簡便で,精度の高い診断が可能となった｡

ケーブル絶縁材科に用いられている有機材料は,熱や放射

線による経年変化によって変色する｡光は濃色部ほど吸収され

る性質があり,絶縁材科の変色による光の吸収度合いの変化

を利用した｡劣化による光の吸収度合いは波長によって変化

が異なるため,異なる2波長を用いることによって材料表面の

汚れなどの影響を除外できる,精度の高い診断を可能とした

のが特徴である｡

この装置では,劣化診断だけでなく,余寿命診断も可能

である｡

今後は,実機への本格適用と海外を含む適用範囲の拡人

を図っていく｡
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電力事業では･国内外を問わず･地球環境負荷の低減と高効率化がいっそう強く求められている｡

日立グループは･タービン･ポイラ･水力機器など幅広い製品を供給する一方,高効率,高信頼性,

撞済性,メンテナンス性などを追求し,多種多様なニーズにこたえている｡

貞操武舎社神戸製鋼所納め
神鋼神戸発電所2号機700MWIPP発電設備

国内最大級IPP(Independent Power Producer:電力

卸供給事業者)である株式会社神戸製鋼所に納入した神鋼

神戸発電所2号機700MW発電設備が,2004年4月1Rに

営業運転を開始した｡

神鋼神戸発電所は,都市部に立地する都市型発電所で,

すでに営業運転中である1号機と合わせると発電量が

1,400MWとなり,関西電力株式会社管内の神戸市の夏季

ピーク時に使用する約70%の電力を供給している｡

日立製作所は,この2号機で主機となるタービン発電機設備

の製作,据付けおよび試運転業務を請け負い,納入した｡

タービン発電機設備では,最新技術によって高効率･高

信頼性を図り,タービンプラント効率では計画値である47%台

後半を達成した｡
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株式会社神戸製鋼所神銅神戸発電所2号機建屋(左)と内部発電設備(右)
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〔タービン発電機設備の主な特徴〕

(1)主蒸気圧力24.1MPa,温度538/566℃を採用

(2)低圧タービン最終段には最大級の40インチ(102cm)長

翼を採用

(3)高中庄一体車室構造を採用

(4)合理化の目的で,プラント補機,機器設備(給水ポンプ

タービン,脱気器,給水加熱器)に海外調達品を採用

(5)中庄タービンから蒸気抽気を行い,地域の酒造会社へ熱

供給

〔主要工程〕

2001年2月9日:タービン･ボイラ建屋着工

2002年7月1日:タービン据付け開始

2003年8月29[】:タービン通気

2003年9月26日:700MW到達

2004年1月29日:使用前自主検査終了

2004年4月1日:営業運転開始
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五井コーストエナジー株式会社納め五井発電所1号系列

llOOMW級コンバインドサイクル発電設備

五井コーストエナジー株式会社納めの100MW級コンバイン

ドサイクル発電設備が,2004年6月1日に営業運転を開始

した｡

この発電設備で作られる電気と蒸気を,設置場所でもある

ゝ懸登

l箪1

際

五井コーストエナジー株式会社五井発電所の外観

題一千

j密′

チッソ石油化学株式会社五JF製造所内へ供給するとともに,

余剰電力をイーレックス株式会社向けにも売電する｡

この発電設備は,ガスタービン,蒸気タービン,発電機,およ

び排熱剛丈ボイラで構成するコンバインド発電設備を3軸持っ

ており,運用性が高く,エネルギー効率にも優れ

た省エネルギー発電設備である｡

〔設備概要〕

(1)発電方式:コンバインドサイクル発電方式

(2)プラント出力:11方2,200kW(届け出出力)

(3)軸出力:4万2,560kW(届け出出力)

(4)軸数:3軸

(5)使用燃料:天然ガス

英国スポルデイングエナジー社納め

l コンバインドサイクル発電設備向け蒸気タービン

英国スポルデイングエナジー社(SpaldimgEnergyCo.,Ltd.)

のスポルデイング発電所納めコンバインドサイクル発電設備向け

蒸気タービンの据付け工事が完了し,2004年9月に顧客への

引き渡しが完了した｡

このタービン設備は,このプロジェクトのEPC(Engineering,

Procurement,Construction)コントラクタであるベクテル社

(BechtelOverseasCorp.)から蒸気タービン設備一式を受注

したものであり,日立製作所製蒸気タービンのヨーロッパ向け

輸出初号機である｡

〔蒸気タービンの主な仕様〕

(1)出力:362.7MW

(2)型式:タンデムコンパウンド再熟復水タービン

(3)主蒸気圧:12.45MPa

(4)蒸気温度:565.5/565.5℃

(5)排気庄:10.57kPa.a

(6)回転速度:3,000r/min

､駕
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英国スポルデインクエナジー社納めコンバインドサイクル発電設備向け蒸気タービン
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貞エジプトアラブ共和国ケロッグ社納め
lH･25ガスタービン発電設備

エジプトアラブ共和国ダミエツタ(Damietta)LNGプラント

向け発電設備としてH-25ガスタービン5台を納入した｡

これは,海外大手エンジニアリング会社であるケロッグ

(Kellogg)社から直接受注し,納入したものであり,石油化学

特有のAPI(Application Programming

Interface)規格とプロジェクト仕様を適用し,

短期間にまとめて納入したものである｡すでに

5台中3台が順次試運転を開始し,現在,

順調に運転している｡

今回の納入実績は高く評価され,その後の

石油業界関係各社からの受注につながって

いる｡

〔主要設備の仕様〕

(1)ガスタービン

型式:H-25(ヘビーデューティタイプ)

出力:2万4,970kW

燃料:天然ガス

(2)発電機

型式:全閉型空冷式

容量:3万1,250kVA

励磁方式:ブラシレスユキサイタ

ダミエッタ発電所の全景

貞世界最大容量空冷発電電動機の完成

嘩

9$

一ぷ

かんながわ

東京電力株式会社神流川発電所(群馬県上野村)で,

蝕

‾-肘‾Ⅳぎ
ーヽ･･､-､･づ

頂

宅夢

■準
一 々

戚感一方那篭盛奴｢子聖撃蟄..､.貞

壬ご鞠:雫..こ∴専一す叫

も.｡.が､ぎ;一三∋至…琴

】
L
t

とゝ1盟:

書

腰
東京電力株式会社神流川発電所納め525MVA/464MW発電電動機の回転子

2003年6月から進められていた 動機の据付け工事が

2004年8月に完了し,2004年9月から試験運転に入った｡

この発電電動機は,昼間は525MVAの発電機として電力

を供給し,電力供給量が少ない夜間には464MWの電動機

として運転され,下部ダムから上部ダムに水をくみ上げて,昼間

の発電運転のためのエネルギーの貯蔵を行うものである｡

この発電電動機は,揚水発電用としては525MVAと世界
かずのがわ

最大容量であり,同型機である東京電力株式会社葛野川

発電所納め475MVA/438MW発電電動機の設計時に開発

した大容量高速化技術を応用して実現に至ったものである｡

今後も引き続き試験運転が行われ,2005年7月に商用運転

が開始される予定である｡



囁垂二空
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250MVA空気冷却式タービン発電機の開発

l

高効率な250MVA60Hz空気冷却式ダービ ､ニニーーニニ⊥

ン発電機(インナクーラ方式)の性能評価試験を

終了した｡

空気冷却機は,低価格で運転や保守が容易

であり,防爆エリアの設定が不要という利点があ

る反面,水素冷却機と比較して大容量化が難し

く,効率で不利なことから,特に60Hzでの性能

向_Lが望まれてきた｡

そのため,通風構造の最適化による冷却風量

と機械損の低減,剛定子コイル素線配列最適化

による電気損の低減や温度の均一化をはじめ,

さまざまな新技術を適用し,250MVA60Hz,力

率0.85の運転条件で水素冷却機に迫る高効率

.･蔓波打1ヌ.す号√1i
‾■`て吼､‾ 吾

更､･

軍

1子音､･

憫■.■■､1
■
､
い
伽

発電機工場での回転試験の様子

(98.8%)を実現した｡

この開発により,大容量で,運転や保守が容易という利点

を兼ね備えた,従来の水素冷却機並みの高効率の発電機

が誕生した｡

中間羽根付きランナの開発と完成

1

二馬亡者群外
rl絹止

鮎∴

l

わが国初のL日間羽根付きフランシス水車ランナが関内電力 す機が2004年5月にそれぞれ営業運転を開始した0これらは,

株式会社御岳発電所で採用され,1号機が2003年4月に,2 1945年に運転を開始した水車を,現状の電力需要に合わせ

関西電力株式会社御岳発電所の中間羽根付きランナ

た水力特性を持つ最新の水車に取り替えたもの

である｡

･い閃羽根付きランナでは,通常のランナと米

なり,羽恥入rl直径をそろえるようにして,主翼と

呼ばれる長い羽根と,それよりも短い中間羽根が

交‾J工に配列されている｡関西電力株式会社と日

立製作所は,数倍流体解析や模型実験を駆使し

た共同研究を行い,フランシス水車としてわが

l司で初めて実用化した｡

このランナの採利こよって部分負荷時の水車

効率が従来比で約5%向上し,1,2号機を合わ

せて,年問3,200tのCO2削減に頁献したと考え

られる｡今後も,CO2削減に頁献する高惟能水

車ランナの開発･製造に取り組んでいく｡



辞中国最大容量石炭燃焼火力発電所(900MW)向け

l新時代型総合監視制御システム

中国では,電力の急激な伸びに対応するために,発電所の

建設が急ビノチで進められている｡建設される発電所は高度な

運用性を望まれており,監視制御システムでも,最新制御技術

に加え,高効率運用運転支援や発電所管理業務支援なども

含めた新時代型の総合監視制御システムが求められている｡

このたび,中国で最大単機容量(900MW)石炭燃焼超臨

界庄プラントを持つ上海電力公司外高橋発電所に,これらの

ニーズに対応した新時代型の総合監視制御システムを納入した｡

今後,同様のシステムの需要増加が予想される｡

(納入時期:2003年1月)

新時代型の総合監視制御を導入した中央制御監視室内部

一沖縄電力株式会社納め遠隔監視･操作システム

･主回線
光ケーブル

監視カメラ監視操作端末

毎日･･･r廠≡コ(バックアップ用

田
匝圃

顧客

既設盤

顧客
既設発電設備

･副回線
既設メタル
ケーブル

雇頁客

既設盤

顧客

既設発電設備

(遠隔監視･操作対象)

沖縄電力株式会社納め遠隔監視･操作システムの概略構成

題

1001

沖縄電力株式会社の石垣発電所に遠隔監視･操作システム

を納入した｡

このシステムは,石垣島内の二つの発電所問を光ケーブル

で接続し,一方の発電所から発電設備の遠隔監視･操作を行い,

集中運転化を目指したものである｡

集中化では,CRTオペレーションシステムの全面適用とカメラ

監視機能の追加により,監視･操作性の向上を図っている｡

同社の宮古発電所にも同様のシステムを納入しており,

今後は他の離島発電所の集中運転化への展開を目指す｡

(運用開始時期:2004年7月)

揚水発電所のサイリスタ始動制御保護装掛ま,従来アナ

ログ回路で構成しており,信頼性･保守性の向上が求められ

ていた｡これらのニーズに対応した新型デジタルサイリスタ始動

制御保護装置を製品化した｡

〔主な特徴〕

(1)3面構成による省スペース化(従来は5面)

(2)保護回路を1枚の基板に集約し,高い信頼性と保守性の

向上を実現

(3)点検時の調整個所を大幅に低減したことにより,点検期間の

短縮が可能

(開発完了時期:2003年10月)

CPU

･運転制御

･号機切換

･連座制御

･電流制御

･ゲート制御
､‾港､

･コンバータ1側電気一光
移相制御 変換

Tl L二面▲
ヨとバータ1

故障樺出保護国路

･過電泳,過負荷積出
･電流偏差検出

･低電圧,過電圧検出

･地箱頻出
･ゲート制御

/バータ2

大G/Mx6台までの

己動および回生に対応

光

位置G/

検出器

･運転ノ′､フ帯積出

･V/F異常検出

†1

GPG2

･コン/仁一タ2側電気-
移相制御 変換

呈
††=

サイリスタ始動制御保護装置

:略語説明

ent｢aP｢ocess】n nlt

∨/F(Voltage/Frequency),GPG(GatePulseGenerator),G/M(Generator-Mot｡r)

新型デジタルサイリスタ始動制御保護装置のシステム構成(上)と夕椅見(下)



亀力流通
電力流通システムは発電所などの電源と需要家を結ぷ基幹システムであり･安全性と安定性が何

よりも優先される｡また,電力自由化の進展に伴い,分散電源対応システムヘの要求も高まつている0

日立製作所は,高信頼性と小型化,低環境負荷を追求した機器や制御システムを提案し･社会の

ニーズにこたえていく｡

20kV配電機器

l一路上設置変圧器装置-

22kV/400V配電方式のいっそうの普及拡大に向け,コン

パクト化〔6kV地上用変圧器と同サイズ:幅1,100×奥行き

450×高さ1,450(mm)〕と変圧器の大容量化をコンセプトとして,

22kV/400V地上用変圧器を開発した｡

22kV開閉器部は,絶縁性能が高くクリーンな真空絶縁とし,

各相分離の真空容器中に負荷開閉器3台と接地装置2台を

収納する構造とした｡変圧器部では,絶縁油を絶縁破壊勧Ⅰ三

が高く,高温に耐えられるシリコン油とし,コンサベータを下部

配置とすることで,変圧器上部の放熱効率を向上させ,コンパ

クト化と大容量化を図った｡また,22kV開閉器部の各相完全

分離構造や外箱と内箱の二重絶縁構造の採用により,公衆安

全を図っている｡

〔主な仕様〕

定格一次電圧:22kV

定格二次電圧:400/230V

革

変圧器容量:300kVA

(発売時期:2003年10月)

i

事

@

22kV開閉器部
(真空容器)

SBし

SBL

巨蔓阜亭

変圧器部

(シリコン油)

TR

注:略語説明

F(Fuse),LBS(Load-BreakSwitch).TR(Transformer),ES(EarthingSwitch)

路上設置変圧器装置の外観(左)と単線接続図(右)

高機能ユニット形デジタル保護･制御装置

外箱

内箱

看で
共通制御盤

共通制御

保護･制御盤

｢

賢
HDLC

遠隔監視制御装置

[:声墓室空]2号バンク
/

テレコン

インタフェース

電力用ハブ

国 LR制御

-
=+

保護･制御ユニット 保護･制御ユニット

機器

固 [二重垂亘璽重要]

保護･制御ユニット

▼‾‖

｢

[:蚕室彊□ +

注:略語説明

HDLC(HjgトLevelDataLinkControl),LR(LoadReg山ation)

高機能ユニット形デジタル保護･制御装置(左上)とデジタル保護･制御システムの構成

特別高圧および高圧配電変電所向けユニット形デジタル

保護･制御装置を開発した｡

汎用ウェブブラウザによる操作性の向上やデータセーブ機能

による高機能化自動監視機能の向上による高信頼化を実現

した｡

〔主な特徴〕

(1)リプレース:盤取付寸法を現行装置と同一とし,ユニット

単位での交換へ対応が叶能

(2)二重化構成:人力変換器を除く,三E検出要素と事故検出

要素のハードウェアを分離し,単一一故悍割こよる不要動作を防止

(3)ネットワーク:イーサネットHDLCなどの各種汎用ネット

ワークインタフェースに対応し,省線化,遠隔監視への対応など

が吋能

(4)フレンドノー:事故波形記録(データセーブ)に対応し,保

護動作解析が容易に可能

(開発時期:2004年9月)

】1馴



署電力自由化に対応した｢電力CRMソリューション+

電力小売り自由化の進展により,電力会社には,顧客向け

サービスのいっそうの向上が求められている｡

これを支援するための各種ソリューションを体系化し,わが

国初の電力会社専用｢電力CRMソリューション+を2003年に

発表した｡2005年4月の高圧契約の顧客に対する自由化に

向け,機能の見直しを実施した｡今後,電力小売り自由化の

動向に合わせ,メニューの拡大と内容の充実を図っていく｡

(発売時期:2004年12月)

電力会社
または

PPS

電力CRMソリューション

ソリューション

顧客と電力会

社すべてのチャ

ネルで顧客満

足を実現

マーケテイング
ソリューション

顧客をセグメン

ト化し,セグメント

ごとに営業活

動を提案

営業活動

顧客から選んでいただく｡
顧客から満足と信頼を得る｡

営業活動の効奉化

営業活動を支援

問
SFA

ソリューション

｢売るための営

業+を推進する
ため,営業スタッ

フのサポートと営

業状況の的確

な管理ITで支援

省エネルギー推進
ソリューション

蓄積したノウハ

ウを生かし,顧客

の省エネルギー

を推進

ピノング

ソリューション

電気料全計算,

請求,収納集簸

での信頼性を確

保しつつ,自由

化の進展に柔

軟に対応

注:略語説明 PPS(PowerPro山cerandSupplier)

CRM(CustomerRelationshjpManagement)

SFA(SalesForceAutomation)､什(lnformationTechnology)

電力CRMソリューションの概要

由卸電力取り引きを実行,管理する｢電力取引支援システム+

2005年4月に運用が開始される日本卸電力取引所(JEPX)

を介して取り引きを行う参加者のために,電力取り引きを実行,

取り引き実行

取り引き管理

(バックオフィス)

取り引き支援

(ミドルオフィス)

1021

支援,管理する｢電力取引支援システム+を開発した｡

電力取り引きの確実な実行(APl連係)

巨額帝碑車乗軒‾‾..取引所‾‾兎濾仁和赫音衰存
APl連係 先渡し取り引き支援

引実績, 記畢,売買情報保存

欝デ丁夕蓉

インバランス管理.

電ネケジ才一ル管理

引先哲現,

会青ナ支援

ク分析

資産パラメータ,

売買戦略など 気象
テ¶タ

戦略評価

リスク定量化

このシステムは,JEPXとのAPI連係により,電力取り引きに

不可欠なフロントオフィス機能とバックオフィス機能を

備えている｡また,ユーザーフレンドリーなマンマシン

インタフェースにより,取引注文情報の更新監視や通

知,過去の相場情報のグラフ化による電力トレーダー

の取り引きの判断･分析を支援する｡

(運用開始予定時期:2005年4月)

注:略語説明 APl(ApplicatjonProgramming仙e佃ce)

｢電力取引支援システム+の機能概要

群発変電設備の保守点検工事計画支援システム(配管シミュレータ)

機器仕様を内蔵したシンボルを用いて,配管系統図などの

CAD図を作成することにより,発変電設備シミュレータを自動

生成する工事図面作成支援システムを開発した｡

〔主な特徴〕

(1)操作手順の妥当性検証が可能(安全確保)

(2)実操作手順表の自動生成(効率化)

(3)運用･保守ノウハウのシステム化(技術継承)

(4)顧客自身で容易にメンテナンスが可能

このシステムの導入により,発変電所設備の保守点検t事

計画のIT化が容易になり,業務効率の向上が期待できる｡

(発売時期:2004年4月)
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配管系統図



二産業
使い方に合わせたハードウエア･ソフトウエアと機器･装置･システムヘのニーズが高まる中で･

産業用電機晶のITとの融合,複合化･システム化がいっそう強く求められている｡日立グループは,

省エネルギー･環境･産業IT化に対応した高効率製品,設備装置およぴシステムを提案することに

より,世界の社会･産業に貢献している｡

ガスエンジン発電設備

l

地球温暖化を招くCO2(∴酸化炭素)や大気汚染･懐性雨

の原因となるNOx(窒素酸化物)排出量の低減が世界的に求

められており,電力だけでなく,発電時に発生する排熱を冷暖

房や給湯などに利用できる高効率ガスエンジンコージェネレー

ションの需要が都市を中心に拡大している｡

今回,日立製作所は,全世界で4,000台以上のガスエンジ

ンの納入実績と世界最高レベルの技術を持つGEイェンバッハ

社製ガスエンジンを採用し,発電効率40%以上,総合効率

80%を実現した軽量･コンパクト高耐久性を特徴とするパッケー

ジタイプのガスエンジン発電設備の販売を開始した｡

GEイェンバッハ社は,バイオガス燃焼技術でも世界をリードし

ており,今後,食品や化学産業分野で発牛するバイオガスを

有効に利用できる発電設備への応用･展開を図っていく｡

(販売開始時期:310～920kW機と2,400kW級は2004月7

月,1,000kW級は2005年虔の予定)

邑

都市ガス

遠隔監視
センター

エンジン

ユニット

(季}
山村一例軒

蒸気回収効率

排熱ポイラ

発
電
機
盤
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≡三_温水
ジャケット

温水
ジャケット

温水
熱交換器

冷却塔

ガスエンジンコージェネレーション(500～1,000kW級)の構成

インテリジェント指向の複合型受配電システム
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保守工数を極減化

･グノースレス機構

･部品点数を85%削減

8巳

ロ室戸コ

保守支援機能を搭載

･絶縁監視機能
･時刻情報付きログ

制御系ネットワーク

マルチスイッチギヤ

匡垂司

設備負荷変更時にも交換

不要

･40～600A･100～1,200A

のCT比を2機種でカバー

注:略語説明 HISMAC(HitachiSubstationHuman-MachineConsole)

Hy-VCB(HybridVacuumCirc山tBreaker)

lCU一丁(lntelligentControlUnit一丁Type),CT(CurrentTransformer)

HISMACとマルチスイッチギヤによる受配電システムの構成例

受配電設備運用の省力･省スペース化のニーズにこたえて,

高圧関連機器および監視装置をリニューアルし,インデノジュン

ト化を指向した受配電システムを製品化した｡

〔主な特徴〕

(1)設備計画変更に対応する柔軟性を向上

(2)絶縁劣化診断機能などの搭載により,予防保全支援機

能を充実

(3)標準部品メニュー選択によるJIT(Justin Time)生産を

導入(短納期対応)

(4)情報のマルチメディア化に対応

(システム発売時期:2005年1月)
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貞モータドライブ用省エネルギーサービス"HDRIVE”

モータドライブ用省エネルギーサービス"HDRIVE(エイチドラ

イブ)''は,(1)ユーザーの設備投資なしで,フアン･ブロワ,ポン

プ設備の省エネルギーを実現し,(2)毎月の省エネルギー実

績を原資として,その中から一定割合を使用料として支払い,

(3)メンテナンスを日立製作所が実施することによって,省エネ

ルギーという機能をサービスするもので,2001年5月からサー

ビスを開始し,好評を得ている｡

HDRIVEで対応する高圧誘導電動機の標準容量範囲は,

250～900kW(インバータ容量範囲は400～1,200kVA)で

あり,これを超える容量についても個別に対応している｡

HDRIVEは,設備のインバータ化を望むユーザーが抱える

以下のような課題を解消する｡

(1)設備へのインバータの導入によって省エネルギーが実現

できることがわかっているものの,インバータ化のための投資が

できない,またはリスクが大きく実現困難な場合,日立製作所

.丸r
な
1

着

叫甲iサト繋-

チ;葦志-て

章:室≠く

海上輸送コンテナ内にインバータを収納し,電気室として出荷する"AzMARINE,,

104【

がインバータその他の機材を提供することで,ユーザーの投資

リスクを軽減するほか,固定資産を増やさず,キャッシュフロー

を原則負にさせないで,インバータ化を可能にする｡

(2)インバータ化のための電気室スペースがない場合:動く電

気室"AzMARINE(アツマリーン)”やプレハブ電気室建築オ

プション"YdKARINE(ヤドかノーン)”などにより,インバータ用

電気室を確保する｡

(3)防爆エリアのモータが老朽化しており,更新したい場合:

安全増防爆モータ"OCELO-Ⅹ”により,防爆エリアに対応

する｡

HDRIVEは,現在,40設備に導入されており,ユーザー

事業所の省エネルギーに貢献している｡

今後,石油化学コンビナートや製鉄プラントなどの大瀧模

事業所用として導入の拡大が期待できる｡

号挙己
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､済選温 上

拳
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ツインドライブ制御,高トルク負荷対応

l高圧ダイレクトインバータ装置

出力変圧器を用いず,高効率で高圧大容量モータを可変

速駆動する高圧ダイレクトインバータ装置を2台用いて,2台の

モータの機械軸を直結駆動するツインドライブインバータ制御

方式を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)急峻(しゅん)なトルク変動時や,モータ回転中の再起動

時にも,2台のインバータ装置が安定してモータを駆動する｢ト

ルクバランス制御方式+を確立した｡

(2)設備能力増強時にも設備をすべて更新するのではなく,

既設モータとインバータに同容量のモータとインバータを追加する

ことで,2倍の負荷に対応でき,追加コストの低減を可能とした｡

(3)一方のインバータ装置が保守点検や故障時に,指令装置

からの切換により,他方のインバータ装置で単独運転する｢縮

退制御+を可能とした｡

(発売時期:2004年1月)

竃

2,000kVA恵圧ダイレクトインバータ装置(1セット)

産業用パソコン"HF-W6500/HF･W2000”

麒

産業用パソコン"HF-W6500”

感

FA(Factory Automation)や交通,通伝,半導体製造

装置への組込みなどに,尚信頼･高性能でこたえる産業用

パソコン｢HF-Wシリーズ+の最新モデル"HF-W6500”と省ス

ペースタイプ``HF-W2000”をリリースした｡

〔主な特徴〕

(1)24時間連続稼動で,7年から10年の使用期間を想定し

た高信頼性設計

(2)発売開始後3年間の長期安定供給

(3)Pentium*Mプロセッサ(1.6GHz),最大2GバイトのECC

(ErrorCheckand Correction)付きメモリを標準搭載

(4)USB2.0×3チャネル,オンボードグラフィックス･サウンド･

LAN(LocalAreaNetwork)を標準装備

(5)専用LSIによる充実したRAS機能

(6)Windows2000/WindowsXPをプレインストール

(7)UL,CSA,CE,FCC,CCC(業界初)の海外規格に準拠

(発売時期:2004年4月)

*は｢他社登録商標など+(153ページ)を参照
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題720型ハイビジョンシアター

横浜りヽ景畠シーパラダイスは,開設11周年を迎え,2004年

7月に実施した｢海の映像館アクアシアター+のリニューアルに

際し,それまでの70mmフイルム映像をハイビジョンのデジタル

映像に更新した｡日立製作所は,株式会社NHKエンタープ

ライズ21および株式会社NHKテクニカルサービスと共同で,

このリニューアルに参加し,世界初の720型ハイビジョン映像

をドームスクリーンに上映した｡この映像は,4台のプロジェク

タでドームスグノーンに投影した映像を,プロジェクタアレイ技術

/

･ク

ノ′ゴ

′′グ

1√

ク′

横浜･八景島シーパラダイスの｢海の映像館アクアシアター+の上映風景

1061

を用いてシームレスに合成することで,高精細,高輝度を実現

している｡

〔プロジュクタアレイ技術の主な特徴〕

(1)ドームスクリーンで生じる映像ひずみをリアルタイムに補正

(2)リアルタイムエッジブレンド処理

(3)画像処理による上記パラメータの自動生成

(4)汎用プロジェクタによるハイビジョン映像の実現

ドⅦムスクリーン

汎用
プロジェクタ

汎用

プロジェクタ

ハイビジョン プロジェクタアレイ

再生装置 コントローラ

音響装置l

汎用

プロジェクタ

汎用
プロジェクタ

システムの概略構成

畳食品業界向け｢lJPトレーサビリティシステム+

食品メーカーには,食の安全性の確保や万が一のときの

リスク管理(トレーサビリテイ)などが,消費者だけでなく取引業

着からも強く求められている｡賞味期限,製造時刻,製造所

固有記号,ライン番号など,充てん･包装ラインでの印字に産

業用IJPが使用されていることに着目し,品種,印字開始時

刻,印字内容,および印字数の実績データをIJP本体から上

位コンピュータに収集する,IJPトレーサビリティシステムとパッ

ケージソフトウェアを開発した｡

〔主な特徴〕

(1)｢いつ+,｢だれが+,｢どのライン+で｢何の品種+に｢何

という印字内容+を｢幾つ生産したか+の実績の収集が可能

(2)製品のJAN(Japanese Article Number)をバーコード

リーダで読取り設定するので,誤入力防止と周辺機器の一括

設定が可能

(株式会社日立産機システム)

(発売時期:2004年9月)

生産

データベース

[コ胃

全行程の
トレーサビリティ

チータベース

生産計画
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実続朝告
lJP

トレーサピノテイ

オプション

注:暗譜説明IJP(lnkJetPrinter)

lJPトレーサピノティシステムの構成例

→印字実績検査実績

口重牽亘亘≡ヨ



囁≠互

CDMAデータ通信端末"CPTrans･ST”

l

T作機械をはじめ,本来外部との通有‡手段を持たない機器

に対して,無線通信機能を容易に付加できるようにした

CDMA(Code Division Multiple Access:符合分割多元接

続)データ通信端末"CPTrans-ST”を開発した｡これにより,

遠隔監視･制御システムの構築を容易にし,また,顧客製品に

組み込むことで,顧客製品白体の通信機能向上に役立てる

ことができる｡

〔主な特徴〕

(1)端末の小型化と軽量化の実現により,1作機械などへの

組み込みが容易

(2)送受信したデータ容量に応じて課金されるパケット通信

方式の採用により,少景のデータの通信に有利

(3)無線通信なので,配線t辛がイく要

(株式会社日立産機システム)

(発売時期:2004年10月)

小型汎用インバータ

@FG■■撼-

脚32C

AHT

曲が∪レ〆一･-･山･がム7p

3Zし

CDMAデータ通信端末"CPTrans-ST”の外観(上)と組み込み用途タイプの外観(下)

l｢SJ200シリーズ+と｢L200シリーズ+

巌

イ･

慧､』還額田

/匁甑
IRD OF PERSO†+久し PNJURY

どi課㌫芸t占冨㌫一現品蒜r汁喜3ヂ芸…g｡
けが､感聴の才5誉れ衣り_

茎付け差転め敢に取恩奴鶴男を秒衰レモエ･蜘じ好つこと.
さ電¢ぶe葛汝複勝篇5兎以内穿つコント加トそ開けなtゝ:こ

謡琵謀議に抑ること. 適…′､･' ¶少垂範琵萎監護

勤勉最盛｡感

小型汎用インバータ｢SJ200シリーズ+(左上)と｢し200シリーズ+(右下)

汎用インバータは,工場設備からビル空調機やアミューズメン

トの装置までその用途が広がっている｡今回,小型汎用イン

バータの2シリーズを開発し,発売した｡

(1)SJ200シリーズ

200%の高始動トルクと新トリップ抑制機能により,低速から

安定したモータ制御を可能とした｡搬送機,昇降機,押出機

など｢高トルク+を必要とする装置用に適している｡

(2)L200シリーズ

制御回路の｢シンク,ソース論理+切換や,寺川のスイッチに

よるインバータの運転方法の簡単切換など,使いやすさを追求

した｡フアンやポンプなど,省エネルギーを目的にする機械や軽

負荷のコンベヤ用に適している｡

〔機種〕二三粕200V O.2～7.5kW

三相400V O.4～7.5kW

単相,三相共用200V O.2～2.2kW

(株式会社口立産機システム)

(発売時期:SJ200～3.7kW機は2003年10月,L200～

3.7kW機は2004年7月,SJ200とL200の5.5kWと7.5kW機

は2004年10月)
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日高効率永久磁石モータの短時間起動位置センサレス化

環境保護･省エネルギーのニーズにマッチした高効率永久磁

石モーダ`ECOHEART(エコハート)''に,初期磁極位置検出

によって短時間起動が可能な新方式の磁極位置センサレス制

御を搭載した｡

〔主な特徴〕

(1)磁極位置センサレス制御の搭載によって使い勝手を向上

させ,センサケーブルを不要とした｡

(2)初期磁極位置推定時間0.1秒を達成し,タイムラグを感じ

ない起動を可能とした｡

新方式のセンサレス制御により,インバータ駆動の汎用モータ

と同等の取り扱いやすさで,高効率･低騒音の駆動システムが

実現できる｡

(株式会社日立産機システム)

碍

も■愚,

●

語芳雌麺靂
捌

盲動牽永久磁石モータ"ECOHEART”(左)とコントローラ(右)

垂新型低騒音ボルテックスブロワ｢G2シリーズ+

新型低騒音ボルテックスブロワ｢G2シリーズ+

108

小型で高圧を発生することのできる渦流送風機(ボルテック

スプロワ)は,その特徴から,空気輸送,吸着,集じん,ばっ気

などさまざまな分野で利用されている｡

今回,送風機の発生音と卓越周波数音を低減させるため,

吸音器内部構造と吸音材科の適切化を図り,当社従来機比

で-10dB(卓越音)の低騒音化を実現した(0.75kW機種)｡

今後は,この技術を適用した低騒音シリーズの機種拡大を

図る｡

(株式会社日立産機システム)

(0.75kW機種発売時期:2004年12月)

月省エネルギー対応トップランナー変圧器

政府は,地球温暖化対策として2003年4月に省エネルギー

法を改正し,変圧器のトップランナー基準を制定した｡この基準

は,1999年出荷台数実績を加重平均した1台当たりの全損失

を約30%低減し,抽入変圧器では2006年4月の,モール懐庄 野かニュこ

器では2007年4月の出荷分からそれぞれ適用されるものである｡

これに先駆け,先進の低損失技術(材料,構造変更)を

導入し,けい素鋼板変圧器では｢Tシリーズ+を,アモルファス

変圧器では｢Super Compactシリーズ+をそれぞれラインアップ

し,発売した｡

(株式会社日立産機システム)

(発売時期:2004年4月) トップランナー油入変圧器｢Tシリーズ+

童毒



囁車重

低圧絶縁監視システム

l
常時洩れ電流を監視することにより,ケーブルの絶縁劣化だ

けでなく,負荷設備を含む絶縁状態診断と予防保全の先手管

理ができる低圧絶縁監視システムを開発した｡

〔主な特徴〕

(1)高調波成分を完全に除去し,基本波成分を計測

(2)抵抗分洩れ電流相当である有効分洩れ電流を計測でき,

1台で14回路の計測が可能

(3)電圧重畳が不要で,システム構築が経済的

なお,このシステムによる常時監視回路については,保安規

定の所定手続きにより,年次点検の軽減が一対れる効果がある｡

(株式会社日立産機システム)

(発売時期:2004年4月)

巨大型油冷式スクリュー圧縮機

息
監率墜忘]

零相変流器

内蔵プレーカ

末

東泉美14
回転

済て羽¥Yl¥ハ

解
覧ま4

低圧絶縁監視システムの構成例

絶縁監視ユニット

"DE-14Z*T”

[亘蚕室∃堕≡三∃

絶縁監視ユニット
"DEl14Z*げ'

l ｢HtSCREW2000シリーズ+150kW-Dual機

逼彗戯50

撃禦謁

｢HISCREW2000シリーズ+150kW-Dual機

邑

新開発エコプロファイルロータを使用したエアエンドを2基

内蔵し,圧縮空気の使用量に応じてこれらを統合制御する

｢デュアル制御システム+を採用した抽冷式スクリュー圧縮機

150kW-Dual機を開発した｡

この圧縮機では,単段庄縮方式の大型シングルエアエンド機

と同等の空気量ながら,低負荷時には1基を停止させることに

よって消費電力の削減を図っている｡需要が旺(おう)盛な中国

や東南アジアの大型機市場のほか,インバータ制御を加えること

により,国内の省エネルギーのニーズにも対応が可能である｡

(株式会社口立産機システム)

(発売時期:2004年6月)

水素供給ステーション用水素圧縮機

独立行政法人新エネルギー･産業技術総合開発機構(NEDO)

からの委託により,燃料電池自動車の走行距離のいっそうの

延長や燃料の低価格化に資することを臼的に,吐出圧力

84MPaで高効率の水素供給ステーション用水素庄縦横を

開発した｡

〔主な仕様〕

(1)吐出圧力:84MPa

(2)断熱効率:70%以上

(3)しゅう動部寿命:5,000h以上

現在,NEDOの委託を受けて,人容景で吐川庄力100MPa

級水素圧縮機の開発を進めており,燃料電池申普及のため

の基盤技術の開発に寄与していく｡

(株式会社口立インダストリイズ)

■､ヽ

J

ト._1

水素供給ステーション用水素圧縮機のコンピュータグラフィック外観
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小心り棚触も･リ､｡

鋼･化学プラント

中国における旺(おう)盛な鉄鋼市場の拡大に対応し,最新鋭電気制御技術,高応答･多機能･大容量

㌢
卓
･
叫
山
号
､
ミ

のIGBTドライブシステム,lTによる制御システム保守の効率化技術などを駆使した圧延ドライブ

システムを納入した｡また,化学プラントでは,サトウキビなど由来の乳酸から,CO2の増減がない

カーボンニュートラルのバイオプラスチックであるポリ乳酸をわが国で初めて本格的に生産する

ポリ乳酸連続製造プラントを納入した｡

革中国･馬鞍山鋼鉄納め
l最新斌酸洗連続冷間圧延電気設備

中国･安徽省馬鞍山鋼鉄納め最新鋭酸洗連続冷間圧延

電気設備"MGC”が商業運転を開始し,順調に稼動している｡

これは,近年ますます需要が高まっている中国国内での自

動車や建材の材料となる冷延鋼板を生産する4スタンドから成

る圧延設備で,6段UC(UniversalCrown)ミルの採用と最新

の電気制御技術を適用することにより,0.3mmの薄板材から

自動車ボディ用の中厚高級鋼板まで,さまざまな銅板の生産が

可能な設備である｡さらに,岳応答･多機能の10MVA高圧

IGBT(InsulatedGateBipolarTransistor)ドライブ装置と最

適制御理論を適用した板厚制御の組み合わせにより,鋼板全

長にわたって高精度な板厚品質を実現した｡

また,櫨歴データを用いて過去の操業画面を再現し,プラン

ト解析を支援する｢プレイバックバーチャル圧延機能+を備えて

いるなど,最新のITの導入で,プラント稼動後のユーザーによ

る制御システムの保守作業を改善した｡

(商業運転開始時期:2004年4月)
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単機構成容量:1万400kVA

冷却方式 :水冷

効率 :98%以上

大容量IGBTドライブシステムの基本仕様(上)と,1万400kVAの外観(下)
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圧延主機に適用が可能な20MVA大容量IGBTドライブシ

ステムを製品化し,1号機が稼動した｡

このドライブシステムは,変換器の単機構成で3,000kVA～

1万400kVAと,2セット並列構成で1万6,200kVAと2万

別OkVA(20MVA)の容量をシリーズ化している｡

コンバータには,電源力率≒1.0制御を適用し,電源力率改

善フィルタを不要としている｡また,インバータには,ベクトル制

御に加え,状態フィードバック制御(軸ねじり振動抑制制御)と

フィードフォワード制御〔揃(せん)速性制御〕を採用し,圧延主

機ドライブシステムとして必須な技術を備えている｡

盤面にはグラフィックパネルを取り付けて,電動機の運転状

態をリアルタイムに表示するとともに,起動時のインタロック表示

や故障発生時の故障要因表示などの充実を図っている｡

(稼動開始時期:2004年5月)



鉄鋼･化学プラント

函和良跡lアルミ冷間圧延機用新方式形状制御技術

アルミ冷間圧延機用の新方式形状制御技術を開発した｡

アルミ圧延での形状制御は,形状精度の向上と操業安定性の

維持に必須の技術である｡

新方式の形状制御では,スポットクーラントとベンダの相キ

干渉を防止することによって枚端部への張力の集中を抑え,

操業を安定化し,板破断を半減した｡また,板幅方向のクー

ラント流量分布を適切に制御することで,操業安定性を維持し

ながら形状精度を向上させることに成功した｡この形状制御シ

ステムは,パソコンにソフトウェアを搭載し,汎用ネットワークを

利用してPLCと接続することにより,容易に構築できる｡既存

設備のリプレースなどにも柔軟に対応が可能であり,今後の適

用範囲拡大が期待できる｡

(実稼動開始時期:2003年12月)

フィンランドOutokumpu社納め
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注:略語説明 PLC(ProgrammableLogicController)

パソコンを利用したアルミ冷間圧延磯用新方式形状制御装置の構成

l熱間圧延機用電気設備システム

フィンランド0utokumpu社納め熱間圧延機の電気設備(上)と操作中の運転室(下)

フィンランドOutokumpu祉の,生産能力増強を主な目的と

する熱闘圧延機の更新用に,電気設備システムを納入した｡

同社は,ステッケル比延機方式のこのステンレス鋼用熱間圧

延設備に,従来のステッケル圧延機に加え,その下流側に

仕上タンデム圧延機(3スタンド)と,ルーバを増設した｡

日立製作所は,電気コントローラの増設･改造を行い,新設

備の制御,および設備上流側のピッチアップを図った｡これによ

り,生産能力は従来比1.7倍の年間170万tとなる｡

また,品質面でも,圧延材温度偏差による修正セットアップ

機能,タンデム圧延機人口での板厚オフセット除去機能,形状

制御,巻取機での先端段差きず防止制御など,随所に品質

向上のための機能を追加している｡

(タンデム圧延機を用いた営業運転開始時期:2004年12月)
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曲トヨタ自動車株式会社納めPLA連続製造プラント

生分解性プラスチックは,土中などで水と炭酸ガスに分解

されるため,環境への配慮が望まれる分野での有望な素材と

して期待されている｡生分解性プラスチックには石油由来と

植物由来があり,CO2の増減がない｢カーボンニュートラル+の

観点から,最近では,植物由来のPLA(Polylactide:ポリ

乳酸)などに大きな期待が集まっている｡

トヨタ自動車株式会社は,植物(サトウ

キビなど)由来のPLAを開発し,すでに

バイオプラスチックとして乗用車のフロア

マットなどに採用している｡

PLAは,生分解性プラスチックの中で

も特に環境負荷の少ないプラスチックとし

て,自動車用部品や食品容器,包装用

フイルムなどの需要の急拡大が期待され

ている｡日立製作所は,トヨタ自動車株式

会社から年産1,000tのPLA連続製造

プラントを一括受注し,2004年9月に建設

を完了した｡

このプラントは,サトウキビなど由来の乳

酸をプラスチックにする,わが国初のプラ

朋2】
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ントである｡トヨタ自動車株式会社が持つ基礎製造プロセスに,

日立製作所の高粘度液処理技術とポリエステル製造プラント

で培った各種技術を組み合わせて設計,建設したものである｡

日立製作所は,2015年には世界のプラスチック需要の5%

が｢生分解性+になると予測し,PLAプラントの事業展開を

図っている｡
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